








合成を通じて CO2 を吸収するため、燃料として使用して CO2 を排出しても、大気中の






世界のバイオマス燃料の生産量は上昇の一途をたどっている。2014 年の生産量 1277 億

















OECD-FAO Agricultural Outlook によれば、世界全体でのエタノール生産量1）は、2000
年の 3000 万 kℓから 2014 年に 1 億 1000 万 kℓと急速に増加している。2014 年の全生産
量のうち約 80％を燃料用エタノールが占めている。
エタノールの主要生産国は米国とブラジルである。2015 年の生産量で米国が 49％、ブ
ラジルが 25％を占め、この 2 国で世界の 74％のエタノールを生産している。消費量にお






















では E3・E10、米国では E10・E85、ブラジルは E25・E100、フランスやドイツ、スペイ













































































内で販売される自動車は全て E10 に対応しており、また 2001 年以降に販売されたモデル




原油価格は 1980 年代から 90 年代を通して長い期間 1 バレル（42 ガロン、約 160ℓ）10
ドル台で推移し、米国のガソリン価格も 1 ガロン 1 ドルほどであった。しかしその後の原
油価格の高騰を受け、ガソリン価格は 2001～2003 年で 1.4 ドル前後、2005 年 2.3 ドル、
さらに 2007 年には 2.8 ドルと高騰していった。2006 年においてエタノールの生産コスト



















エタノール生産量 トウモロコシ -0.1703 米 -0.0441 



























基準量」（Renewable Fuel Standard： RFS）が設けられた。これはガソリンに混入するエ
タノールを一定量買い取ることをガソリン流通業者＝給油会社に義務づけたものである。
買取量は 2006 年の 40 億ガロンから 2012 年には 75 億ガロンまで増加することが定められ
た。さらに 2007 年に「エタノール自立・保障法」が制定された。この法律の下で RFS は
2008 年分が「エネルギー政策法」で定められた 54 億ガロンから 90 億ガロンに引き上げ
られ、2012 年は 132 億ガロンに大幅に引き上げられた。
バイオエタノールを価格面で支える政策も存在する。2005 年にできた「容量エタノー
ル物品税控除」（VEETC）によって 1 ガロン当たり 51 セントの税額控除が行われてきた。
これは輸入エタノールにも適用される。そこで国内製品を守るため輸入エタノールには同
額の関税がかけられている。
しかし、この税控除は 2011 年 12 月 31 日をもって廃止されている。また、RFS も 2013
年 11 月に見直され、2014 年の量を 2007 年に定められた 181.5 億ガロンから 152.1 億ガロ
ンにすると発表された。これはガソリン消費の減少傾向から現在普及している E10 では






































係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 17552.31841 10347.89808 1.69622065 0.140772167 -7768.07604 42872.71285
RFS 329.299261 40.98007531 8.035594334 0.000198512 229.024629 429.5738929
トウモロコシ価格 -9.523205254 50.53612693 -0.188443512 0.8567411 -133.1806532 114.1342427
ガソリン価格 -2808.048124 5647.544422 -0.497215766 0.636728923 -16627.0915 11010.99525
（b）被説明変数：エタノール価格 決定係数：0.8413
係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 17.38599338 11.4477248 1.518729152 0.17963335 -10.62558009 45.39756685
RFS -0.124403551 0.045335644 -2.744056102 0.033554862 -0.235335876 -0.013471226
トウモロコシ価格 -0.040255861 0.055907361 -0.720045802 0.498573916 -0.177056245 0.096544524














この結果、エタノール生産量は政策の始まった 1975 年度の 5.56 億ℓから、1989 年度の
119.2 億ℓへと 20 倍以上に増加した。またアルコール車の国内シェアは 1984 年には 96％
に達した。その後、砂糖価格の上昇や石油価格の下落、年間約 8.7 億ドルにも上る財政へ







シェアは 93 年には 20％まで落ち込んだ（ANFAVEA, 2012）。エタノール消費量の減少を阻止
するため、政府は 1993 年に国内全てのガソリンに 22～25％のエタノール混合を義務化す
る制度を打ち出し、エタノール産業の保護を図った。その結果、10 年近く停滞していた

























































係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 21.48809986 2.737563808 7.849351238 0.000226067 14.78952254 28.18667719
砂糖価格 -24.56180791 13.73557734 -1.788188972 0.123963322 -58.17155488 9.047939056
原油価格 -0.053476319 0.048937355 -1.092750513 0.316424808 -0.173221713 0.066269074
無水価格 0.164371682 47.72313651 0.003444277 0.997363531 -116.6099366 116.93868
含水価格 8.672687375 57.871585 0.149860892 0.885785072 -132.9339798 150.2793545
サトウキビ生産量 2.30507E-08 2.06399E-08 1.116800517 0.306795747 -2.74534E-08 7.35547E-08
ｂエタノール生産量 -0.665737709 1.660030922 -0.401039342 0.70228283 -4.727687045 3.396211627
（b）被説明変数：バイオエタノール生産量 決定係数：0.935
係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 3350.916754 4741.658638 0.706697173 0.486289809 -6414.712015 13116.54552
混合比率 -37.79797688 221.6879987 -0.170500781 0.865988691 -494.3729569 418.7770031
サトウキビ生産量 3.82561E-05 4.98097E-06 7.680464406 4.90007E-08 2.79976E-05 4.85146E-05
砂糖価格 -6197.631957 4238.808548 -1.462116509 0.156167202 -14927.62158 2532.357664
原油価格 -12.12059955 27.814051 -0.435772536 0.666741419 -69.40470989 45.16351079
（c）被説明変数：無水エタノール価格 決定係数：0.923
係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 -0.330905289 0.196551496 -1.683555174 0.126556446 -0.775535664 0.113725087
混合率 0.010840948 0.007958651 1.362159097 0.206261677 -0.00716277 0.028844667
原油価格 0.002817113 0.000897909 3.137414179 0.011977799 0.000785901 0.004848325
砂糖価格 1.095503107 0.209179023 5.237155662 0.000536789 0.622307281 1.568698933
（d）被説明変数：含水エタノール価格 決定係数：0.928
係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 -0.290818659 0.16069846 -1.809716524 0.103781451 -0.654343832 0.072706514
混合率 0.010133057 0.00650691 1.557276367 0.153831366 -0.004586596 0.02485271
原油価格 0.002459301 0.000734121 3.349993607 0.00852363 0.000798604 0.004119999
砂糖価格 0.915115214 0.171022595 5.350843929 0.000461838 0.528235226 1.301995203
（e）被説明変数：サトウキビ生産量 決定係数：0.817
係数 標準誤差 t P －値 下限 95% 上限 95%
切片 75946755.23 46898647.24 1.619380509 0.116988751 -20281319.25 172174829.7
砂糖価格 396329424.8 196749172.5 2.014389285 0.054029322 -7366526.769 800025376.3
原油価格 4702851.531 641375.2872 7.332448918 6.90671E-08 3386858.159 6018844.902
注：データの出所と単位は以下の通りである。
●砂糖価格（World Bank, GEM Commodities：＄/kg）









中国の自動車保有率は、高度経済成長に伴って 1986～2004 年に年平均 11.8％で増加し





中国政府は 2002 年に一部地域で E10 を試験導入し、2015 年現在、30 の都市でその使
用を義務化している。2006 年には再生可能エネルギー法を制定し、バイオエタノール生







バイオエタノールの導入に取り組んでいる。その生産量は 2013 年時点で 20.6 億ℓであ
る。
インドにおけるバイオエタノール普及政策は、最終目標を E10 の導入として、2002 年
に E5 の導入から始まった。しかし、2003～2004 年の大干ばつによってサトウキビ生産が
減少し原料不足のため中断を余儀なくされた。2006 年から E5 の導入を再開している。当
初 2007 年に E10 の導入開始を予定していたが、原料となる糖蜜の不足が懸念され、未定
となっている。政府はエタノール混合ガソリンに対する物品税の軽減措置を実施してお


















第 2 のカギはバイオエタノールの生産コストである。4─2 で見たように、エタノールの
市場価格はガソリン価格の 70％となる。この価格で販売しても利益が出る必要がある。2
─2 で見たようにトウモロコシ由来エタノールは生産コストがより高くなる。今後炭素税
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